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アル コー ル依 存 症

一分析心理学的観点か ら一

人 見 佳 枝

近畿大学医学部附属病院メンタルヘルス科

要 約

Jungの アルコール依存症に対する基本的な考えを紹介 し、特徴的な症状や病態について分析心理学

的な立場か ら考察した。すなわちアルコール依存症 とは否定的な女性性にとらわれた混沌 とした状態

のなかで起こってお り、そこか ら抜け出すためには 「切る」という言葉に代表される男性的な力を必

要とする。

Jungは 個 性 化 につ い て 「人 が心 理 学 的 な個体 に なる こ とで あ り、 分割 で きな い統一 性

(in-dividual)、全体性に至るプロセス」であると定義しているが、断酒そのものが個性化に至ろうと

するプロセスそのものであるといえる。従ってアルコール依存症患者 とは 「霊的な渇 きの低い水準の

表現」を捨ててより高い水準への変容を目指す人々と考えられた。
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1.緒 言

嗜癖 の対象 となるもの には限 りが ない。覚醒剤の蔓延 は以前か ら報道 され続 けてお り、最

近では ライター ガスやヘ アスプ レーの類 まで依存、吸引す るものがい る。 しか し昔 も今 も最

も多い ものは酒であ ろう。

酒は社 会的に容認 された薬物であ る。テ レビや雑誌 は新 しい アルコー ル飲料の宣伝 で溢れ

てお り、特 に 日本 の社 会 は伝統 的 に飲酒 に対 して寛 容 なこ とで知 られてい る。1995年 の阪

神 大震災において、到着 した援助物 資の中 に大量の アル コー ルがあ り、海外の救援チ ームが

仰 天 した とい うエ ピソー ドがあ ったが、 これ はその ような事実 を如実 に物語 って いる。海外

では災害後には被 災者、支援 者 ともにアル コー ル依存症 に罹患す る危険が増加す るため、被

災地か らアル コール類 を極 力排 除す るのが常識 なためであ る。 この ように して、 日本 にお け

るア ルコール依 存症の患者数 は80万 人か ら数百万 人 とされ ている。 調査 によって患者数が

大 き く異な るのは、軽 症乱用者 をどの程度 まで含め るかで差があ ること、潜在患者が多 いた
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めに正確な把握が困難であるためと思われる。

把握 しにくいのは患者数だけではない。依存症治療は専門性が高く、そこに直接関わらな

い限 り、一般の臨床家がその実際を知る機会はない。医学部の精神医学科の講義において

も、依存症の項で習うものは、疫学 と社会背景、薬理作用、精神症状などが主であ り、治療

については急性期の内科的治療および向精神薬の投与、慢性期の断酒 と抗酒剤の内服 といっ

た程度である。その結果、多 くの一般精神科医にとって依存症 とは 「分かっているようで実

はよく分か らないもの」であ り、 目の前に依存症患者が現れても、専門病院に紹介 して以後

の関わ りは途絶えることがほとんどであろう。薬物依存の臨床が 「精神医学の暗黒大陸」 と

いわれるゆえんである(松 本,2005)。

著者は大学病院に勤務する一般精神科医であるが、数年前よりアルコール依存症治療の専

門病院に非常勤医師として勤務する機会を得て、主に精神疾患を合併する症例を担当してき

た。常勤医師ではないため、幅広い症例に継続的に接 しているわけではないが、それでも分

析心理学的な見地から興味深い症例をいくつか経験 した。このため他の先達の知見 も紹介 し

ながら若干の考察を加えて報告する。

2.Jungと アル コール依存症

Jungは その 自伝 の中で 自ら担 当 した アル コール依存症患 者 につ い て述べ て いる(Jung,

1989a,P.114-ll5)。1904年 か ら5年 までJungは 大学 の精神科 で実験精神 病理 学研 究室 を

設立 した。そ こには多 くの アメリカ人研 究者が所属 してお り、彼 らの論文が アメ リカの雑誌

に掲 載 され たこ とでJungの 考 えは広 くアメ リカに知 られ るようになった。 やがて アメ リカ

か ら多 くの患者 がJungの もとを訪れ るようにな り、 そのア ルコー ル依存症患 者 もその うち

の一人であった。彼 は 「アル コー ル中毒 性神経衰弱」で 「不治であ る」 と診断 されていたた

め、紹介 者は彼 にJung以 外 の医師の診 察 も受ける ように と勧 めていたほ どであ った。

しか しJungは 少 し話 した ところで、彼が普通 の神経症 に罹 ってお り、恐 るべ き母親 コ ン

プ レックスに苦 しんでい ることを発見す る。彼 の母親 は大 きな会社 を経営 してお り、彼 はそ

の重職 に就 いていたが、母親へ の従属 に苦 しみ なが らも、富裕で安楽 な生活か ら離れ るこ と

がで きずにいた。

Jungの もとで飲酒癖が治 った と考 えた患者 は、Jungの 「もとの地位 に戻 る ならば再発 し

ない と保証 で きない。」 との忠告 を聞 き入れず に帰 国 して しまい、 す ぐに再発す る。相談 に

来た母 親 に対 してJungが 、息子 のアル コー ル中毒 は彼 を満足 に仕事が で きない状 態 に して

しまうとい う内容 の診 断書 を渡 したため、彼 は免職 され て しま う。患 者 はJungに 対 して激

怒 したが、 それ以降は母親か ら離れて独 自の道 を歩み、大成功 を収めた。 もちろん断酒 にも

成功 し、彼 の妻 はJungに 大変感謝 した とい うものである。

また1939年 に上梓 されたSymbolicLifeに おいてJungは 宗教 と精神 医学 との関連 につい
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て論述 している。問題が生 じた ときに神 に頼 るべ きか、精神科医 の もとを訪 れるべ きか、 と

学 生 に尋 ね られ たJungは 、 「その者が真 に教会 の一員 であ るのな らば、心 か らそ うあ るべ

きであ る。(問 題 の解 決 を)神 とともにす るべ きであ ると信 じてい るの な らば、医師の もと

を訪れ るべ きで はない。」 と して、 ひ とつ の症 例 をあ げてい る(Jung,1989b,P.267-290)。

彼 は ヒステ リックなアル コール依存症患 者であ ったが、当時流行 していた福 音主義運動 のひ

とつであるオ ックス フォー ド ・グループで活動す ることによって断酒 した。彼 は、神 の力で

立 ち直った人間の よい見本 として、 ヨー ロ ッパ中 に派遣 され、 自 らの体験 を語 ったが、 この

ような活動 を数十 回繰 り返 した後、宗教 的熱狂 は次第に醒め、再 び飲酒 した。 グルー プは彼

が 「病 理的」 であ り、治療が必要 であ る としてJungに 治療 を求め た。Jungは 、 「キ リス ト

が彼 を回復 させ る と信 じているのな ら二回 目もそ うすべ きであ ろう。キ リス トがで きなけれ

ば、 わた しの方が うま くやる とで も思 っているのか。」 と言って この 申し出 を断 った。

この症 例 が そ の後 ど うな っ たか は記 載 が ない た め不 明 で あ るが、Jungは オ ッ クス

フ ォー ド ・グルー プ に所属 して断酒 した もう一人 の患 者の 治療 を行 って いる。 この患 者 は

AlcoholicsAnonymous(以 下AA)の 設立の端緒 を開いた人物 と して知 られている(斎 藤,

1988,P.73-129)。1931年 に彼 はJungの も とを訪 れ、約1年 間 アル コー ル依 存症 の治療 を

受 けた後に、 アメ リカに帰 国 したが、 ま もな く再飲 酒 した。再 びJungの もとに戻 り治療 を

請 うた患 者 に対 して、Jungは 「完全 に手遅れ であ り、社会 におけ る地位 を回復 す る ことは

あ り得 ないばか りか、長生 きした ければ牢屋 にで も入 るか、 ボデ ィガー ドを雇 わ なければ

な らない だろ う。 あなた ほ どの精神状 態 になってか ら回復 したケー ス を一つ も見 た ことが

ない。」 と告 げ、患者 を愕 然 とさせ た。 さ らに、 「例外 は ない のか。」 と尋 ねた患 者 に対 し

て 「ある。」 と答 え、そ れは 「アル コー ル中毒 者た ちが た また ま重大 な霊 的体験 を もった場

合 にのみ あ り得 る。 その本 質は巨大 な感情 的置換 と再整理 にある ように思 え、かつて これ ら

の人 々の人生 を指導す る力 であった考 えや感情 が突然捨 て去 られ、全 く新 しい概念 と動 機の

セ ッ トが彼 らを支 配 し始 める」 ことに よるのだ、 と答 えた(AlcoholicsAnonymous,1976,

p.17-29)。 事 実、 この患者 は帰 国 した後 に、 オ ックスフ ォー ド ・グルー プに参加 して断酒に

成功 した。 この患 者 に影響 を受 けて、AA創 設 者Bill・wの 友 人が断 酒 した こ とが、 ビル

自身の断酒 の きっか け とな り、1935年 以 降 のAAの 運動 に発展 してい くので あ る(斎 藤

1988,p.73-129)○

臨床の場 において、患者のためであ る とはいえ、患者の離職 を要求す るこ と、助 け を求め

て きた患 者の治療 を断 るこ とな どは容易 にで きるもの ではない。 しか し、Jungは それ を断

行す る。そ こに作用 しているの は、極 めて強 い 「切 る」 とい うはた らきである。 これは、男

性 的 な働 きであ ると も解釈 され る。 アルコー ル依存症の治療 にお いては、この ような 「切 る」

力が不可欠であ る。 もっ とも、治療者の 「切 る」力 だけで は不十分 であって、 もし、最 初に

挙げた症例 の母 親がJungの 診 断書 を無視 して息子 を手放 さなか った とした ら、断酒 は不可
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能 であっただろ う。

著 者の担 当 した40歳 代の男性患者 は、長年母 親 と二人暮 らしであ り、母親 の強い影響下

にあった。彼 は数 ヶ月の入 院生活 を経 て新 し く生活 を始め るべ く、母親の口利 きで入 った大

企業 を退職す る決意 を固め たが、 「その年で再就職 な ど簡単 に出来るわけが ない。老 い先短

い私 を これ以上心 配 させ ない でほ しい」 との母親 の涙 なが らの反対 にあい、結 局断念 した。

それ以来数年 たったが、再飲 酒 と入 院 とを延 々 と繰 り返 してい る。 これ は、依存症患 者、治

療者、家族すべ てにおいて 「切 る」 ことが、 いかに困難な仕事 であるか を示 してい る不幸な

例で ある。

「切 る」 ことが この ように困難で あるの は、患者 に布 置 され た 「包含 す る」働 きが 強す ぎ

るか らであ る。「包含す る」働 きが女性 的 なもの と解釈 され るの な らば、換 言す る と、依 存

症 はネガテ ィブな女性性 に飲み込 まれる病 気で ある と言え よう。飲み屋 の ツケ を払 った り、

嘔吐の始末 をす るな どして依存症患者 の世話 を焼 き続 け、飲酒行動 を結果 的に助 長 させ て し

まうような周 囲の人物 をイネイブラー と呼ぶが、 それ らの多 くが母親 や妻 であるこ とは、 こ

の ような解釈 を支持 している。斎藤 は、男女 を問 わず アル コール依存症患者 には、"母 親 的

配慮"へ の憧 憬、それ に身を委ね るこ とへ の期待 が一貫 してみ られ るこ とを指摘 してお り、

これ も 「飲 み込 む女性性 」 との連 関 を示 唆 している(斎 藤,1999,p.73-129)。 本論 にお け

る 「女性 」 とは、女性的 なはた らきを示 してお り、現実の女性そ の ものを意味す る ものでは

ない。ただ し特 に治療者が女性 で、患者が男性で ある場合 には、治療者 は前述 の 「切 る」力

についてかな り意識 してお く必要があ る。

Jungの 「切 る」力 は、患者 の酒 を 「切 る」力 となったが、 この際患者 に対 して、「あ なた

は治 らない」 と宣言す る ことに よっ て、患 者が 回復 す る とい う矛盾 が生 じてい る。 この矛

盾 、について、斎藤 は 「この一見残 酷で、無責任で、乱暴 に聞 こえる宣言 は、実 は暖かい気

持 ちに溢 れ、責任 と勇気 の備 わった治療 者が、注意深 くこの病気 を観察 した うえで初めて言

える言葉であ り、 言わ な くてはいけない言葉 なのであ る。」 としてお り、 さ らにこの宣 告が

「連続 した嗜癖行動 が中断 して しば ら くして か ら絶妙 の タイ ミングで放たれ る」 ことが、必

要 条件で あ る としてい る(斎 藤,1988,p.73-129)。 これ は、 ここに取 り上 げた症 例 に も当

ては まる。Jungは 決 して、初診の患者 あ るいは小康状 態 を経験 しない患者 に対 して治癒 不

能 を宣告 したのではない。

一 方 「切 る」 とい う言葉 には
、「閉 じてい た もの を開 く」 とい う意 味合 い もあ る。 また、

「切 る」 ことは、新 たにつ なが るこ とに通 じる。 アル コール依存症 とは まさに 「切 る」 こ と

によって 「回生す る」病気であ る。

Jungは さらに依存症患 者の 回復 に関 して 「霊 的体験 」の重要性 を強調 してい る。一 度神

の力で回復 した な ら二度 目もそ うすべ きだ、 と厳 しい態度 で治療 を断ったエ ピソー ドにつ い

て はすで に述べ た。 この重要性 に関 して、AAで も繰 り返 し強調 してい るが、 同時 に、 それ
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は必ず しも急激で劇的な大変動で なくて もよい、とも述べ ている(著 者不明,1976,p.17-29)。

それは教 育的変化 であ り、時間をかけてゆ っ くり実現す るもので もあ るか らなのだ とい う。

依存症 治療 は まず家族教 育か ら始 まるといわれ る。家族 は多 くの場 合、 自分た ちが患者の

飲 酒 をやめ させ る こ とが で きるはずだ と考 えて いるので、患 者 を変 え よう とす るの では な

く、 まず 家族 が変わってい くように と働 きかけ るのであ る。同時 に家族の徒 労感 に共感 を示

す ことはい うまで もない。たいていの家族は徒 労 を感 じてい るが、 これは なにも家族だ けの

ものではない。依存症 の臨床 に関わる人々 も、必ず一度は無力感 に苛 まれ るものであ る。そ

れは個 人的努力 に よってなに も変える ことがで きない とい う苦 しみであ る。教育的変化の な

かで生 じて くる霊 的体験 とは、 この ような患 者 を取 り巻 く器の なかで次第 に布置 されて くる

ものに他 な らない。

煙草 の ような、比較 的依存性 の軽 い嗜癖 を克服 した人にその きっかけ を尋 ね ると、 なん ら

かの偶然 の一致 を挙 げる人が多い。 ある喫煙 者は 「同 じ日に異なる人か ら同 じことを3回 言

われた」 こ とを契機 に、「今 がやめるべ き時だ」 と悟 って、煙 草 を手放 した とい う。「家族が

何十年 も禁煙 を勧 めて きて もやめなかった くせ に」 と家 人は憤慨 していたが、 これ も一種 の

霊 的体験 といえるのではないだろ うか。 もっ とも酒の ように強固な身体依存 を有す る嗜壁 で

あれば、薬理作用 としての認 知機能 の低 下 とも相侯 って、 この ような些細 な偶然の一致 など

は見過 ごされる可能性が 高い。従 って酒 を断ち得 るほ どの教 育的変化 とは、気の遠 くな るよ

うな患者 と周 囲の努力 と祈 りに よって初 めて布 置 され、顕現 する ものなのであろ う。治療 者

はそ れをただ待 っていれば よい とい うのではない。霊 的体験 それ 自体 が患者 の存 在か らはな

れて 自己治癒力 を持 ってい る とい うもので もない。 それ を生み 出す患者 の存在 その ものが、

患者 を取 り巻 くすべ ての環境 のなかで 自己治癒 的な装置 として作動 し展 開 している とい うこ

となのである。

3.小 動物幻視

アルコール依存症が進行す る とアル コール精神病 と呼 ばれる病態 に移行す る。 これには振

戦せ ん妄、 アルコール幻覚症、 アルコール嫉妬妄想、 コルサ コフ症候群 、ウェルニ ッケ脳症

な どがあ る。振戦せ ん妄 とは断酒後数 日か ら1週 間で始 まる病態 で、 日常 の職業動作 を繰 り

返す ところの作業せ ん妄、被暗示性 の充 進(リ ー プマ ン現 象)、 小動物幻視 な どがみ られる

(保崎,1983,p.344-347)。 このなかで臨床的 に最 も経験す るの は小動物幻視で ある。

小動物幻視の際 に見 える ものは国に よって多少 の差異が あ り、 日本 では虫が、 ドイツでは

白い ネズ ミが多 い とされ る。 これは一般 的にそ う言 われている とい うだけであって、 ドイツ

の調査 で もネズ ミよ り犬、猫、蛇 な どが多 い とい う報告 があ る(Platz,1995,p.247-255)。

ドイツにおいて虫 よ り動物が多 いこ とは確か な ようである。 日本 人における幻視 の種類 を分

類 した文献 は見あ た らないが、 日本人 に多 い とされている虫 の幻視 に関 して、 日本 人の心性
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と関連 して考察 したい。

なぜ小動物 が見 えるのか。 これは アル コー ル依存症患者の多 くが肝機能障害 を合併 してい

るため、それに よ り生 じた皮 膚のかゆみが虫 などの イメー ジを惹起 させ、そ れが外界 に投影

されて起 こると説明 されている。

同様 に、掻痒 感が虫の イメー ジを呼 び起 こす もの として皮膚寄生 虫妄想(Ekbom症 候群)

があ る。 これは50歳 以上の女性 に多 くみ られ、通常皮 膚 になんの欠陥 も認 め られない に も

関わ らず 、患 者はかゆい、むずむずす る、 ち くち くす るなどと訴 える。 この妄想 は感応性精

神病 に移行す る ことが知 られてお り、それ はかゆみの持つ、 「可 能性 」 と 「伝染性」 に よる

もの と解釈 されている(Ladee,1966/1970,p267-281)。 この疾患群 において特異的 なの は、

「患者 がいつ もか らだの外側 かあるいは内側か ら虫に襲われ る」 ことであ り、「皮膚が寄生虫

のす みかであ り、繁殖地 であ り、そ して餌 の供給源 となってい る」 ことであ り、 さらに 「皮

膚 その もの を越 えて、 身体 的に も人格的 に も人間全 体 をおかす」 ことであ る(Ladee,1966

/1970,p.267-281)。 精神病理学 的に は、 この疾患群 の患者が例外 な く社 会的孤 立の状態 に

ある こ とか ら、対 人的接触 の喪失 に対 す る代 償の試 み と して解 釈 され る。寄生 虫 は敵 であ

り、 同時 にパ ー トナーで もある両価 的な存在 であ り、対人関係 の欠如 した部分 を埋 め ること

になる(人 見,1998,p.917-922)。

せ ん妄 は外因反応系 に分類 され る病態のため、皮膚寄生虫妄想 と単純 に比較 はで きないが、

内因性 精神病 において も症状精神病 におい て も、 いわゆ る 「病 める存 在」Krankheitseinと

しての、 それぞれの人 間のあ り方 を示 してい るこ とに変わ りは ない(人 見,1997,p3-23)。

このよ うな観点 か らそれぞれの虫につ いて比較 する と、振 戦せ ん妄におけ る患者 と虫 との問

の距離が遠 いこ とに思 い当たる。小動物幻視 における虫追い現象 、虫拾 い現象 とい う言葉に

あ らわ される ように、虫 は必ず患者 の外 にいる。 そ こには皮膚寄 生虫妄想 に認め られ るよう

な、虫 と患者 との両価 的な関係、敵 ・パー トナー関係 は存 在 しない。

振戦せ ん妄 において、患者 の見 る虫が体 の外 にいる、 とい うことはなに を意味す るのだろ

うか。K・Andertenは 、易経 にお いて水 が体 の中 に閉 じ込め られてい る魂 を意味 している

として、「魂 の根本的 なあ り方が象徴的 なイメー ジ表現 を とる場合 にはほ とん ど、水の イメー

ジで表 され る」 こ とを指 摘 して い る(Anderten,1986/1992,p.4HO6)。 そ して 「大 き

な失望 を経験 したために外界 の現実 か ら遠 ざかって しまった」 クライア ン トの夢 を紹介 して

い る。 それは、「水面下 にいる ことを知 って驚 く。そ れが 本来の生活空 間では ない こ とも分

か っているが、彼が水 中で呼吸す るこ とをすで に習得 してい るこ とを確 認す る。」 とい うも

ので ある。 「外 界 に背 を向ける こ と」が、本 来 自 らの うちに担 って いるはずであ る 「体験世

界(水)が 、 自分 の外 にある(水 面下 にいる)こ とで示 されている とい うのが、その解釈 で

あ る。

外界 に背 を向 けるこ とが、「本来 中にあるべ きものが外 に出て しまっている」 とい う形 で
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現 されるこ とが ある とす る と、体 の外 にいる虫 とは、飲 酒へ の耽溺に よる極端 な内向、退行

の ため に、本来 こころの中に保 たれているべ き 「虫」 が外 に投 げ出 されてい る状 態 と考 える

こ とも出来 る。 「外界 に背 を向けるこ と」 はアル コール依存症 における大 きな特徴 で もあ る。

これを裏づ けるよ うに、アル コー ル依存症 患者 の夢 におい ては、 「本 来、中 にあるべ きもの

が外 に出ている」 というテーマが現 れるこ とが多 い。 これについては症例提示 の章で考察す

る。

皮膚寄生 虫妄想 を紹介 したEkbomは ス ウェーデ ンの精神科 医であ る。 これ に関する主要

な文献 は、 フラ ンス をは じめ とす る ヨーロ ッパ の ものが多 い。本邦 の症例 も概 ね似 か よって

お り、 はっ き りとわが 国の特徴 とい える ものは無 く、普 遍的 なテーマ の ようであ る。す る

と、振戦せん妄 におい て、 日本人が虫 をよ く見 る とい うこ とには、 どの ような意味があるの

だろ うか。

日本人 は古来 よ り虫 に対 して、西洋人 にはない感情 を抱 いている といわれる。虫 の声 を楽

しむ風習 は日本人 に特有の ものであ り、虫 を使 った成句が多 いの も日本語 の特徴 である。 日

本 語 におけ る 「虫」の語 の用い られた表現 は、岩 下 による と 「人 間の存在 を虫 にた とえた

もの」「人 間の体 内 にあ って心 まで も左右す る もの」 に大別 され るが、英語 には この よ うな

ニ ュア ンスを持 った言葉 はな く、わずか に見 られ る成句 に して も、あ くまで虫は虫 と して、

人間 と距離 を置いて見 るとい う表現 であ るとい う(岩 下,2004,p.6-22)。 「人 間の体 内にあっ

て心 まで も左右す る もの」 のなか に 「腹の虫が納 まらない」 「虫が知 らせ る」 とい うよ く知

られた言い回 しがある。 これな どは 自分の心の中 にあ るにも関 わ らず、 自分の思 いのままに

な らない もの とい う意味において、 無意識 との近縁 を伺 わせ る。

さらに岩下 は虫送 り行事 を例 に挙 げ、 日本各地 において虫害が歴史上の人物の怨霊 と考 え

られている こと、 さらにサバ エ(五 月蝿)と 呼ばれ る害虫 を、同時 に害虫の御霊化 した 「さ

ばへ の神 」 としてい ることな どか ら、「かつ ての 日本人 は 『虫 の禍』 まで も、そ れは 『生活

の中で犯 した罪 ・械 れが集積 した結 果』 で あ り、 『恨 み を抱 きなが ら亡 くなった人々の、悪

霊 の仕業』 とも考 えたので ある」 としてい る(岩 下,2004,p.6-22)。 これ に関 して空 を飛

ぶ昆虫が地上 を訪 れた死者 の霊 である とい う考えは中米 に もあ り、ある程度普遍的 なもの と

思 われ る(金 光 ら,2002,p.409-410)。 しか し日本 人に とっての虫 とは、た ま しいで あ り、

生活 の中で犯 した罪 の集積 した ものであ り、悪霊 である、 とい う甚だ複雑 な存在 である こと

が分か る。

通常、 この ようなこ とはわれわれ の意識 には上 らない。 しか し、せ ん妄 の ように覚醒 レベ

ルの低下 した状態で は、 この ようなテーマが立 ち現 れやす いこ とが予想 される。 山中は風 景

構 成法 において、閉居や怠学 してい る人が しば しば働 く人の絵 を描 き込 む ことを指摘 して、

「『意識』 面で の怠惰 の補 償 なのであ ろ うか」 と考 察 してい る(山 中,1985a,p.21-31)。 ア

ル コー ル依存症患者の見 る虫 に、罪の集積 としての一面が ある とす れば、 それは、 それ まで
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彼 らが家族や社会にかけてきた面倒を補償するものとも解釈 される。

4.ア ル コール依存症 と意識

振戦せ ん妄 につ いて前章 で述べ た。せ ん妄 は意識 レベ ルの低 下 した状 態であ り、せん妄が

回復すれば意識状態 は清明 になるはず である。 しか し、アルコール依存症患者 の意識水準 は、

しらふの時で あって も、通常 の人のそれ と較べ て異 なる ように思 われる。

アルコー ル依存症 と脳卒 中後精神 障害お よび左半 身麻痺 で入 院 し、その後 に肺癌 が発 見 さ

れ た とい う患者 につ いて、山 中は述 べて いる(山 中,1985b,p.81-83)。 患者 は肺癌 につ い

て知 らされてい なか ったが、「雁が異常発 生 して大 陸移動 す る」 とい う語 りに、 山中が興 味

を持 って精査 したところ肺癌の脳転移が発見 された。岸本 はこの ような身体疾患 の患者 の語

り、絵、夢 には しば しば身体的 なイメージが表現 されているこ とを指摘 し、 この無 意識 的身

体心像 の背後 には意識水準の変化が ある とした(岸 本,2000,p.21-65)。 岸本 は前述 の患者

に当てはめて、半身麻痺 に よ り身体 の動 きが制限 されて、「リビ ドー(心 的エ ネルギー)が

内向 した」 こ とに加 え、以前か らの アルコール依存症 もあって、意識 の水準 が現実 的水準 に

はなか った と推測 して いる。

さ らにアルコール依存症患者 にお ける意識水準の変化 を示唆す る もの として、彼 らの死 に

対する態 度が挙 げ られ る。 アルコールに溺れる こと自体が緩慢 な自殺 である とい う説がある。

未治療 のアル コー ル依存症患 者 は典型 的な経 過 にお いては30歳 代 か ら内科病 院へ の入退 院

を繰 り返す ようになる。 その うち に、肝硬 変 な どの非可逆性 の 内科 疾患 を発症 し、多 くは

50歳 代 で死亡す る。死が直接 的 に意識 され ていない に も関わ らず、 自分 か らその近 くに近

くにと迫 ってい くとい う点 において、 アルコー ル依存症患者 は無意識的 に死 に近 い とも考 え

られ る。彼 らの 自殺率 はうつ病 よ りも少 ないが、事故死す る率 は精神疾患の なかで は最多で

あ るとい う調査結果か らも裏づ け られ る(Gau,2004,p.422-428;Brewer,1994,p.513-517)。

これは必ず しも飲酒運転 に よるもので はない。

この ような、死 に対する矛盾 した態度 に象徴 され る意識水準の変化 は、飲酒時 とそ うで な

い時の性格 の乖 離に よって徐 々に起 こって くる ものか も知れ ない。「酒 さえ飲 まなければあ

んな良い人はい ない」、 とい う評価 がアル コール依存症 者 を形容す るときによ く用い られ る。

これは酔 ってい る自分 としらふの 自分 とを、彼 らが意識的、無意識的に使い分けて生活 して

いる ことか ら生 じる(斎 藤,1999,p.54-213)。

断酒 したか らといって、酒 を飲 まない ときの性格 に戻 るわけではない。飲酒行動 を止め る

こ とは、使 い分 けていた二つ の人格 の うちの一方 を押 さえ込 む こ とにな るので、当然無 理

が生 じる(斎 藤1999,p.54-213)。 それは抑 うつ症状 であった り身体症状 であった りする。

あるい はdrydrunkと 呼 ばれ る状態 があ る。 これは文字通 り 「飲 んでい ないのに酔 ってい

る状態」 である。 断酒 中の依存症患者が飲酒 に よる防衛 を剥 ぎ取 られて、非合理 的な怒 りや
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悲 しみの表現 、場違 いな多幸 的高揚 、酔い潰れたかの ような就床 などの症状 を示す ことであ

る(斎 藤1999,p.54-213)。 具体 的に は、「酒 さえ飲 んでいなけれ ば文句 ないだろ う」 と周

囲に対 して振 る舞 うことであ り、飲 酒時 と較べ てなん ら行動の変容がない ことを指す。

この ように 「飲 酒 していなければアル コール依存症患者 ではない」 とい うわけで はない と

ころに、 アル コール依存症 の病理 の深 さがあ る。それか らの回復 には、第3の 人格(ソ ブラ

イエテ ィ人格)へ の統合 を必要 とす る。 それはそれ まで しらふの人生のなかで抑圧 、否認 し

て きた 「解放 された 自分」 を取 り戻す こ とであるが、 これが達 成 されるには、アル コール依

存症患者 にみ られる誇大化傾 向を伴 う自己愛 的な傾 向が、適当な レベル まで収 縮 されていな

ければな らない(斎 藤1999,p.54-213)。

Jungに よれ ば、 アル コールへ の渇望 はあ る霊 的 な渇 きの低 い水準 の表現 であ り、 その渇

きとは われわれ の存 在の一体性wholenessに 対 す る渇 きで あ り、 中世風 に言 えば、神 との

一体化 に対 す る渇 きで もあ る(斎 藤 ,1988,p.73-129)。 従 って飲酒 とは、方法 は間違 って

い るが、彼 らな りの 自助努力 で もある とい うことになる。 アル コールに限 らず 、嗜癖 は しば

しば高次の気付 きを得 る 目的で、芸術活動 その もの とも関連す る。 ただ し、 この試 みは最終

的 には破綻す る。

20世 紀 のア メ リカ人 画家 に ジャク ソ ン ・ポ ロ ックが い る。抽 象表現 主義 の画家 であ り、

その存在 が現代美術への突破口 となって、その後のポ ップアー トな どに引 き継がれていった。

Freudの 無 意識説 に触 発 されて、1920年 代 にシュール リア リズ ムが勃 興す るが、 このな

か にオー トマ テ ィズ ム(自 動書記法)と い う手法があ る。 オー トマ テ ィズ ムにお いて、作者

は理論的 に計画す ることな く、すべて を無意識の衝動 に任せて、 内的 な状態 を描 きあ らわそ

うとす る(Spring,1998,p.37;河 瀬2000,p.82-104)。 ポ ロ ックはアルコール依存症 に悩み、

Jung派 の精神分析家であるJ.L.ヘ ンダー ソンの治療 を受けた ことがある。彼 のオー トマテ ィ

ズ ムはこの折 の絵画療法 の体験か ら生 まれ ている とい う(Jaff6,1664/2005,P.191-193)。

1949年 に絵 の具 を滴 らせ た り飛び散 らせ た りす る、 ドリ ッピ ングとい う手法のみ に よって

描 かれ た一連 の抽 象画 を発表 し、一躍時代 の寵 児 となったが、 それ も長 くは続 かなか った。

酒に よる問題 も絶 えず、1956年 に44歳 で 自動車事故 によ り死亡 した。

ポ ロ ックの制作 に対す る態 度は、次の よ うな有名 な言葉で現 される。「私 は絵 をかいてい

る とき、 自分がいったい何 をしているのか を自覚 していない。私がそれ まで何 をや っていた

かに初 めて気付 くのは、 自分 の絵 にすっか りな じんでか らなのだ。私はイメー ジを変 えた り

ぶ っ壊 した りす る ことにはなんのおそれ も感 じない。なぜ な ら絵 を描 くことは、それ 自身で

ひ とつの生命 を持 っているか らだ。私 はその生命のお もむ くままに、 まかせ ようとす るの だ。

その結果 がある混乱 に陥っている とす れば、それは私が絵 とのつなが りを失っていた とい う

こ とに尽 きる。 そ うでない ときの絵 には純粋 のハ ーモニーが生 まれている。絵 と気楽にや り

とりを している うちに、絵 はちゃん とで きあがって しまう(藤 枝,1994,p.137-191)」 。
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この言葉 を取 り上 げてA.Jaff6は 、 ポロ ックが一種夢幻 の状態 で絵 を描 いてお り、 その作

品が、錬 金術者 た ちに とっての 「原初 の物 質」 に相 当 し、「どん な もの にで もな りうる無 」

であ る と評 した(藤 枝,1994,p.137-191)。 さらに、抽象画 と自然 で きあが る造形 との類似

を指摘 して、無意識 に作 りあ げ られた作 品は自然 の法則 に支配 されて行 われているのだ と結

論づ けて いる(藤 枝,1994,p.137-191)。 これに対 して藤枝 は批評家 グリンバ ーグをは じめ

とす る、 実際 の制作風景 を知 る者の言葉 を引用 して、 ポロ ックが熟 考 に熟 考 を重 ねて制作

してい たこ と、単 なる偶然 に よってで きあがった作 品ではない こ とを強調 して いる(渡 辺,

2002,p.311-335)o

ここで述べ たい ことは、分析心理学が ポロ ックに与 えた影響 につ いてではない。 た とえ夢

幻状態 でな くて も、 アル コール依存症患者 の特 殊 な意識水準 によって、 「どん なもの にで も

な りうる無」が描 けたので はないか という指摘で ある。芸術作 品 とは鑑賞 に堪 え うる もので

なければ な らない とい う意味で、治療 として の描画 とは質 を異 にす る。 このためた とえ、夢

幻の ような状態 にあ った と して も、観察者 としての視点 は残 されていなければな らない。 こ

の ような状 況 を可能 に したのが、 アルコー ル依存症 ではなかったのだろ うか。 もちろん これ

は、芸術のため にアルコールが必要で ある とか、 アルコール依存症患者がす ぐれた芸術家 に

な りうるとかい うことで はない。

ポ ロ ックの ライバ ル的存在 で あった、デ ・クーニ ングは、1949年 のポ ロ ックの成功 を評

して、「ポ ロックが氷 を割 った」 と言 った とい う(Jaff6,1664/2005,P.191-193)。 アル コー

ルの影響 を抜 きに して、彼 の不 遇 と不幸 な死 は語れ ない。 しか し同時 に、 「氷 を割 った」 こ

とも語 れ ない と思われ る。

5.終 わ りに

アル コール依存症 について分析心理学的 な観点か ら、以下の点 につ いて考察 した。

1.ア ル コー ル依存症 とは、心理的 には、否定的 な女性性 に とらわれ た混沌 とした状態 であ

る。そ こか らの脱出 には極めて強い 「切 る」力が必要 とされ る。

2.ア ル コー ル依存 症の回復 において は霊的体験が重要で あるが、 これは必ず しも劇 的な変

化 であ る必要 はな く、患者 をと りま くすべて環境の 中で次第 に布置 される教育的変化 と

いえ る。

3.振 戦せ ん妄で は虫の幻 視が しば しば報告 され る。 これ は 日本人 に特徴 的な心性 と関連す

る。

4.ア ル コー ル依存 症患者の意識水準 は、飲酒 していない ときで も、一般のそれ とは異なる。

5.ア ル コー ル依存 症患者で は、飲酒す る夢が しば しば報告 され るが、 これは 「こころの 中

にあ るべ きものが外 に出て しまってい る」 とい う特徴 と関連づ け られ る。

6.ア ル コー ル依存 症患者に とって、断酒その ものが個性化の プロセスで ある。
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アルコー ル依存症の 断酒継続率 は2～3割 といわれる。 これは専 門病 院に通 院す る患者 に

お ける調査結果 なので、潜在的 な患者数 を考慮す る ともっ と少 ない と思 われる。 これは断酒

の困難 さを示 して いる。 また、た とえ酒 をや めていた として も、drydrunkの 状態 に止 まっ

ていた り、抑 うつ症状 をは じめ とす る精神症状が続 いていては回復 とは呼べ ない。

翻 って鑑み るに、否定的 な女性性 に とらわれた混沌 とした状態 か ら、強 い 「切 る」力 に よっ

て、次第 に分化 し、 同時 に人格 を統合 してい くとい う断酒 の道 は、誠 に困難 な道 である。 あ

る患者 は 「無期懲役の宣告 を受 けたような ものだ」 と語 った。 た とえ数十年断酒 で きた とし

て も、一 度飲 酒 して しまえば また もとの混沌 に戻 って しまうか らで ある。Jungは 個性化 に

つ いて 「人が心 理学 的な個体 にな るこ とで あ り、分割 で きない統 一性(in-dividual)、 全体

性 に至 るプロセス」で あると定義 して いるが、 断酒そ の ものが個性化 に至 ろ うとす るプロセ

スその ものであ るように思 われ るので ある。

長年 にわた って断酒 を続 け、 自助 グルー プの活動 に も参加 し続 ける と、稀 に生 き仏 の よう

に人格 高潔 にな ってい く人が い る。 こ うい う人 た ちに出会 う と、 アル コール依存症 患者 は

「霊的 な渇 きの低 い水準の表現」 を捨 てて よ り高 い水準へ の変容 を 目指す 人々 といえる。
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